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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２本の側材間に複数の横桟が固定され、側材の上下両端部に連結部が設けられた複数の
はしご本体を、支柱の角部に沿って着脱自在に装着するようにしたはしご装置であって、
　前記支柱の幅寸法よりも長い辺、および前記支柱の幅寸法よりも短い辺を有し、それぞ
れ前記支柱の相互に直角をなす２つの外面に接触するＬ字形状の２つの支持フレーム片と
、
　前記２つの支持フレーム片の端部を相互に着脱自在に連結して前記２つの支持フレーム
片とともに前記支柱に締結される支持フレームを形成する締結ロッドと、
　前記はしご本体の前記側材に着脱自在に連結されるクランプ部材が一端に設けられる一
方、前記支持フレームに連結される連結部が他端に設けられた２つの棒材、およびこれら
の２つの棒材を連結する連結棒材を備え、前記支持フレーム片に着脱自在に装着される取
付金具とを有し、
　前記取付金具を支持する前記支持フレームを前記支柱から取り外し得るとともに前記取
付金具を前記支持フレーム片から取り外し得ることを特徴とするはしご装置。
【請求項２】
　請求項１記載のはしご装置において、前記連結部はピンであり前記ピンが嵌合する嵌合
孔を前記支持フレーム片に設けることを特徴とするはしご装置。
【請求項３】
　請求項２記載のはしご装置において、前記ピンが嵌合する前記嵌合孔をそれぞれの前記
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支持フレームの角部から相互に等しい距離の位置に形成することを特徴とするはしご装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は建造物を構成する支柱に装着され、作業者が支柱に沿って昇り降りするために使
用するはしご装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
中層や高層の建築物や地下建築物などの種々の構造物には、鉄骨製の支柱とこれに水平に
取り付けられる鉄骨製の梁材とを有するものがある。支柱には工場においてガセットプレ
ートと言われる鋼製のプレートを溶接などの手段によって固定し、さらにそのプレートに
梁材基部をボルトやリベットを用いて工場において固定したり溶接により固定するように
している。そして、建築現場において支柱を垂直に敷設した後に、梁材基部に対して梁材
本体をボルトやリベットにより固定したり溶接により固定する方式、つまりブラケット工
法が多く採用されている。また、ガセットプレートが固定された状態の支柱をトラックな
どで建築現場に搬送し、支柱を垂直に敷設した状態で、ガセットプレートに対して梁材を
固定する方式、つまりノンブラケット工法が考えられており、その場合には予め梁材基部
を支柱に固定する作業は不要となり、建築現場において支柱に対して梁材がガセットプレ
ートの部分に直接固定されることになる。
【０００３】
いずれの場合にあっても、垂直に敷設された支柱に沿って作業者が昇り降りする必要があ
り、作業者が支柱に沿って昇り降りするために、建方タラップとも言われるはしご本体を
支柱に装着するようにしている。はしご本体は相互に長さの相違した複数種類のものが用
意されており、支柱の長さに応じて複数本のはしご本体を連結するようにしている。
【０００４】
このはしご装置としては、従来では、特開平3-217591号公報に示されるようなはしご装置
が使用されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
このはしご装置は、建方タラップつまりはしご本体を取付金具を介して支柱に装着するよ
うにしており、この取付金具ははしご本体を着脱自在に締結するクランプと、支柱側に着
脱自在に支持される連結ピンとを有している。支柱が鉄骨製の場合には、連結ピンが嵌合
されるパイプ状の受けピースを支柱の外面に予め溶接により固定するようにしており、鉄
筋コンクリート製の支柱の場合には、断面コの字形状のＰＣ柱用受けピースをアンカーボ
ルトを用いて固定するようにしている。
【０００６】
このため、従来のはしご装置にあっては、支柱の製造時に予め受けピースを支柱の外面に
取り付ける作業が必要となる。一方、所定の作業が終了してはしご本体を取り外した後に
は、通常では受けピースを支柱に残したままとして、残された部分にコンクリートが打ち
込まれることになるが、受けピースが建築物の空間内に突出してしまうときには、それを
除去しなければならないという問題点がある。また、受けピースは支柱に取り付けるとそ
の位置を変更することができないので、はしご本体の横桟が取付ブラケットと干渉する場
合には、長さの相違したはしご本体を連結するなどの工夫が必要となる。
【０００７】
本発明の目的は、支柱に受けピースを突出させて固定することなく、はしご本体を着脱自
在に装着し得るようにすることにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明のはしご装置は、２本の側材間に複数の横桟が固定され、側材の上下両端部に連
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結部が設けられた複数のはしご本体を、支柱の角部に沿って着脱自在に装着するようにし
たはしご装置であって、前記支柱の幅寸法よりも長い辺、および前記支柱の幅寸法よりも
短い辺を有し、それぞれ前記支柱の相互に直角をなす２つの外面に接触するＬ字形状の２
つの支持フレーム片と、前記２つの支持フレーム片の端部を相互に着脱自在に連結して前
記２つの支持フレーム片とともに前記支柱に締結される支持フレームを形成する締結ロッ
ドと、前記はしご本体の前記側材に着脱自在に連結されるクランプ部材が一端に設けられ
る一方、前記支持フレームに連結される連結部が他端に設けられた２つの棒材、およびこ
れらの２つの棒材を連結する連結棒材を備え、前記支持フレーム片に着脱自在に装着され
る取付金具とを有し、前記取付金具を支持する前記支持フレームを前記支柱から取り外し
得るとともに前記取付金具を前記支持フレーム片から取り外し得ることを特徴とする。
【０００９】
　本発明のはしご装置は、前記連結部はピンであり前記ピンが嵌合する嵌合孔を前記支持
フレーム片に設けることを特徴とする。
【００１０】
　本発明のはしご装置は、前記ピンが嵌合する前記嵌合孔をそれぞれの前記支持フレーム
の角部から相互に等しい距離の位置に形成することを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１２】
図１は本発明のはしご装置を用いて支柱にはしご本体を装着した状態を示す正面図であり
、図２は図１におけるＡ－Ａ線に沿う拡大断面図である。
【００１３】
図１には建築中の鉄骨構造物の一部が示されており、断面四辺形の鉄骨製の支柱１１の４
面にはそれぞれＩ形鋼からなる水平の梁材１２が取り付けられることになる。それぞれの
梁材１２は建築物のスラブ床に対応した位置となっており、建築物の階層に対応して支柱
１１には上下方向に所定の間隔を隔てて複数個所に梁材１２が取り付けられることになる
が、図１にあっては、上下３段分の梁材１２が示されている。
【００１４】
図示する支柱１１は建築物の内側に位置しており、この支柱１１にはその４面に梁材１２
が十字形となって取り付けられるが、建築物の外側部や角部に位置する支柱には、３面の
みにＴ字形状となって梁材が取り付られ、直角をなす２面にＬ字形状となって取り付けら
れることになる。
【００１５】
図１に示すように、支柱１１には梁材１２が取り付けられる位置に対応させて予めガセッ
トプレート１０が溶接により固定されており、それぞれのガセットプレート１０に対して
リベットやボルトなどの締結部材を用いて梁材１２が取り付けられることになる。
【００１６】
図１にあっては、短い寸法の梁材１２がガセットプレート１０に対して予め工場において
固定した状態とし、これに長い寸法の梁材を連結するようにし、ブラケット工法により梁
材１２を取り付けるようにした場合を示すが、ガセットプレート１０に直接長い寸法の梁
材１２を固定するようにしたノンブラケット工法を用いるようにしても良い。
【００１７】
図３はタラップつまりはしご本体１３を示す斜視図であり、はしご本体１３は所定の長さ
の２本の側材１４，１５とこれらの側材１４，１５の間に所定の間隔毎に固定された複数
本の横桟１６とを有し、上下両端部にはジョイント部１７ａ，１７ｂが設けられている。
一方のジョイント部１７ａにはナット１８ａが設けられ、他方のジョイント部１７ｂには
ボルトが貫通する孔１８ｂが形成されている。
【００１８】
したがって、複数のはしご本体１３をそれぞれのジョイント部１７ａ，１７ｂの部分で図
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示しないボルトを用いて連結することにより、支柱１１の長さに対応したはしご本体１３
を組み立てることができる。はしご本体１３は相互に長さが相違した複数種類が用意され
ており、連結した後のはしご本体１３の全長を調整することができる。
【００１９】
はしご本体１３の側材１４，１５には、図２に示すように、取付金具２１が着脱自在つま
り取り外し自在に連結されるようになっており、この取付金具２１を示すと図４の通りで
ある。
【００２０】
取付金具２１は一端にクランプ部材２２が設けられ、他端部に連結部としての連結ピン２
３が設けられた２つの棒材２４と、これらの棒材２４を連結する連結棒材２５とを有して
おり、それぞれのクランプ部材２２はヒンジ部を中心に回動自在となったクランプ片２６
を有し、このクランプ片２６は締結ボルト２７により締結されるようになっている。
【００２１】
したがって、クランプ片２６を開いてクランプ部材２２の中にはしご本体１３の側材１４
，１５を入り込ませた状態でクランプ片２６を閉じて締結ボルト２７によりクランプ片２
６を締結すると、はしご本体１３は取付金具２１に取り付けられることになる。
【００２２】
取付金具２１は、図２に示すように、支柱１１に着脱自在に装着される支持フレーム３１
に対して着脱自在に装着されるようになっており、この支持フレーム３１を示すと、図５
の通りである。
【００２３】
支持フレーム３１は相互に同一形状となったＬ字形状の２つの支持フレーム片３２を有し
、それぞれの支持フレーム片３２は支柱１１の相互に直角方向をなす２つの外面に接触す
るようになっており、断面Ｌ字形状の型鋼を溶接することにより形成されている。ただし
、支持フレーム片３２を角パイプによって形成するようにしても良い。
【００２４】
それぞれの支持フレーム片３２のＬ字状の一方の辺３２ａは支柱１１の幅寸法よりも長く
、他方の辺３２ｂは支柱１１の幅寸法よりも短く設定されており、短い方の辺３２ｂの端
部には連結板３３が溶接されている。
【００２５】
対をなす２つの支持フレーム片３２は、図２および図５に示すように、一方の辺３２ａが
相互に平行となり、他方の辺３２ｂが相互に平行となるようにして支柱１１に締結される
。２つの支持フレーム片３２を対として支柱１１に締結するために、２本の締結ロッド３
４が用いられており、それぞれの締結ロッド３４は一端に頭部３５が設けられたボルトに
より形成され、締結ロッド３４のねじ部にはナット３６がねじ結合されるようになってい
る。
【００２６】
連結板３３には締結ロッド３４の頭部側が止め付けられるように、締結ロッド３４が入り
込むスリット３７が形成され、支持フレーム片３２の辺３２ａの端部には締結ロッド３４
が貫通する貫通孔３８が形成されている。辺３２ａに沿う方向に複数の貫通孔３８を設け
ることにより、同じ支持フレーム片３２を使用して幅寸法が相違する複数の支柱１１に対
しても支持フレーム片３２を装着することができる。ただし、スリット３７を貫通孔とし
、貫通孔３８をスリットとしても良い。
【００２７】
それぞれの支持フレーム片３２には２つの嵌合孔３９が形成され、それぞれの嵌合孔３９
は支持フレーム片３２の角部から相互に等しい距離の位置に形成されており、２つの嵌合
孔３９の直線距離は、取付金具２１の２本の連結ピン２３の間隔に対応している。
【００２８】
したがって、取付金具２１のそれぞれの連結ピン２３を支持フレーム片３２に被連結部と
して形成されたの嵌合孔３９に嵌合させると、取付金具２１は２つの支持フレーム片３２
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からなる支持フレーム３１に支持されることになる。なお、嵌合孔３９の位置に連結ピン
を固定するようにし、その連結ピンが嵌合する貫通孔を取付金具２１の棒材２４に形成す
るようにしても良い。その場合には棒材２４としては図示する場合よりも幅の大きなもの
を使用することになる。
【００２９】
このようなはしご装置を用いて支柱１１にはしご本体１３を装着するには、支柱１１が所
定の場所に敷設された後に、２つの支持フレーム片３２と２本の締結ロッド３４を用いて
図２に示すように、支持フレーム３１を支柱１１の外面に取り付ける。その際に、図１に
示すように予めストッパ４０を支柱１１の外面に取り付けておくようにし、支持フレーム
片３２の下面にストッパ４０を接触させるようにして支持フレーム片３２を支柱１１に取
り付けるようにしても良い。
【００３０】
ただし、ストッパ４０を用いることなく、梁材１２の上面に支持フレーム片３２を接触さ
せるようにしても良い。
【００３１】
支柱１１に支持フレーム３１が締結された後に、取付金具２１の連結ピン２３を支持フレ
ーム３１の嵌合孔３９に嵌合されることにより、取付金具２１を支持フレーム３１に装着
する。その後に、取付金具２１のクランプ部材２２にはしご本体１３の側材１４，１５を
クランプする。ただし、予めはしご本体１３の側材１４，１５に取付金具２１をクランプ
した後に取付金具２１の連結ピン２３を嵌合孔３９に嵌合させるようにしても良い。
【００３２】
このようにして、図１に示すように、支柱１１に沿ってはしご本体１３を装着することが
でき、所定の建築作業が終了してはしご本体１３が不要となった場合には、前述とは逆の
手順によってはしご装置は分解される。したがって、鉄骨製の支柱１１に予め受けピース
を溶接したり、鉄筋コンクリート製の支柱に予め受けピースをアンカーボルトを用いて取
り付けることなく、容易にはしご本体を装着することができるので、これらの受けピース
の取付工程が不要となる。しかも、取付金具２１を支持するための支持フレーム３１は建
築工事が終了後に取り外して再使用することができるので、不要な廃材を発生させること
がなくなる。
【００３３】
一対の支持フレーム３１は２つの支持フレーム片３２を有しており、それぞれの支持フレ
ーム片３２には嵌合孔３９が設けられているので、はしご本体１３を図２に示す位置に装
着することもでき、その位置に対して対角線状の位置に装着することもできる。また、支
持フレーム３１を図２に示す位置に対して９０度回転させた位置に装着すれば、図２に示
す位置に対して９０度回転した位置にはしご本体１３を装着することができる。
【００３４】
本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変
更可能であることはいうまでもない。
【００３５】
　たとえば、図示する支柱１１は鉄骨製であるが、鉄筋コンクリート製の支柱に対しても
同様のはしご装置を用いてはしご本体を装着することができる。
【００３６】
【発明の効果】
本発明にあっては、２つの支持フレーム片とこれらの両端を連結する締結ロッドとを支柱
に対して着脱自在に装着することができ、支持フレーム片の被連結部に連結される取付金
具にはしご本体を着脱自在に装着することができる。これにより、取付金具を支持するた
めの受けピースを予め支柱に取り付けておくことが不要となり、はしご本体の装着作業を
迅速に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態であるはしご装置を用いてはしご本体を支柱に装着した状
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【図２】図１におけるＡ－Ａ線に沿う拡大断面図である。
【図３】はしご本体を示す斜視図である。
【図４】取付金具を示す斜視図である。
【図５】支持フレームを示す斜視図である。
【符号の説明】
１１　　　支柱
１２　　　梁材
１３　　　はしご本体
１４，１５　側材
１６　　　横桟
１７ａ，１７ｂ　　ジョイント部
１８ａ　　ナット
１８ｂ　　孔
２１　　　取付金具
２２　　　クランプ部材
２３　　　連結ピン
２４　　　棒材
２５　　　連結棒材
２６　　　クランプ片
２７　　　締結ボルト
３１　　　支持フレーム
３２　　　支持フレーム片
３３　　　連結板
３４　　　締結ロッド
３５　　　頭部
３６　　　ナット
３７　　　スリット
３８　　　貫通孔
３９　　　嵌合孔
４０　　　ストッパ
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【図３】

【図４】
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